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１ A 9 6 1

２ A 14 2 0

３ A 11 5 0

１ A 13 3 0

２ B 5 10 1

１ A 10 6 0

２ A 9 7 0

３ A 10 6 0

１ A 11 5 0

２ A 11 5 0

３ B 10 6 0

４ A 10 6 0

５ A 13 3 0

１ A 14 2 0

２ A 13 3 0

３ A 13 3 0

４ B 7 9 0

１ A 16 0 0

２ A 13 3 0

３ A 16 0 0

令和７年度　堀江保育園自己評価集計結果

項目 内　　　　　　　　容
評価

改善案

評価基準　　Ａ：達成できている　　　Ｂ：ほぼできている　　　　Ｃ：検討・改善が必要　　　（令和　８年　２月　１６人実施）

総合
結果

　職員会などで周知さ
れされているのか分
からないがパートには
周知されていない。
⇒職員で共有する内
容は、朝礼・回覧・ル
クミー等で全職員に周
知している。個々が確
実に目を通すことと、
クラス内での伝達等を
徹底していく。
　保育目標は分かってい
るが全職員での検討また
は共通理解を量っている
かわからない。
⇒年度末の反省は各クラ
スから出し合い次年度に
繋げている。全職員が一
同に集まって検討するの
は難しい為、クラス・チー
ム等で意見を出したもの
を、リーダーが持ち寄り検
討している。
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保護者の願いや意見を取り入れている。

健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成の為、「園だより」「保健だよ
り」などで情報を保護者に提供している。

乳幼児の安全確保のために家庭、地域社会、関係機関と連携を図って
いる。

感染症などを予防するマニュアルがあり、職員に周知し実行している。

保育理念を年度初めに職員で確認している。

職員や保護者の見やすい場所に掲示している。

保護者に配布物を通して、保育理念や保育方針を周知している。

子どもの基本的な生活習慣が身に付くように積極的に活動できるよう、
環境が整備されている。

身近な自然や社会とかかわれるような取り組みがなされている。

様々な表現活動が体験できるよう配慮している。

保育目標は、保育園や地域の特色を生かしている。

保育目標は、前年度の反省を活かし、全職員で検討し、かつ共通理解
を図っている。

各年齢の子どもの発達状況に配慮した指導計画になっている。

環境構成や素材・用具を適切にいかした保育計画になっている。

計画・実施・評価・改善の体制がとられている。

保育園生活における子どもの発達過程を見通し、生活の連続性、季節
の変化などを考慮し、子どもの実態に即した具体的なねらい及び内容
を設定している。

子ども一人ひとりへの理解を受容しようと努めている。

行事の種類や実施計画は適切である。

遊びや生活を通して、人間関係が育つよう配慮している。

一日の流れ（デイリープログラム等）は現行でよい。



１ A 16 0 0

２ A 16 0 0

１ A 9 7 0

２ A 11 5 0

３ A 11 5 0

１ A 14 2 0

２ A 14 2 0

３ A 14 2 0

４ A 16 0 0

１ B 5 11 0

２ A 9 7 0

１ B 6 10 0

２ A 16 0 0

１ A 14 2 0

２ A 15 1 0

３ A 10 6 0

１ A 15 1 0

２ A 15 1 0

１ A 14 2 0

２ A 13 3 0

１ A 14 2 0

２ A 10 6 0

３ A 12 3 1

職員(未満児会)などの
話し合いは行っている。
全体ではどうか？
⇒全職員が一同に集
まっての話し合いは
様々な勤務形態や休み
の都合上難しい。以上
児会・未満児会では全
員が発言できるようにし
ているが、その時には
意見が少ないのが現状
である。意見を聞いた
り、話し合いの時間は
随時持っている。
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給食を通して子ども達が楽しく食べ、食べる意欲が育つように工夫して
いる。

アレルギー疾患などを持つ子に対し主治医からの指示を得て適切な対
応を行っている。

園内の清掃がなされ、清潔に保たれ子どもが心地よく過ごせるように配
慮している。

園内外の衛生面・安全面に配慮している。

家庭の状況や保護者との情報交換が、必要に応じて、関係職員に周知
されている。

保育業務で知り得た子どもの家庭に関する秘密の保持について全職員
に周知し、守られている。

保育士は日常、保護者や子どもを注視し、虐待の予防や早期発見に努
めている。

職員相互がそれぞれに全体的立場を理解し、協力や助言を惜しみなく
保育園の運営にかかわっている。

職員の意見を聞いたり、話し合う機会を定期的に持っている。

ボランティア・体験保育の人々を積極的に受け入れている。

園内に子ども達が季節感を味わえるような工夫をしている。

送迎の際の対話や連絡事項への記載など日常的な情報交換に加え
て、別に機会を設けて相談に応じて個別懇談をしている。

係や仕事の分担・役割は適切である。

乳幼児の安全を図るため、家庭・地域社会・関係機関と連携を図ってい
る。

子どもの個別記録は、個人情報保護法に基づき管理している。

参観や授業等に参加するなどして、小学校の教育を理解している。

園だより、クラスだより、ホームページ等で施設の情報を発信している。

避難訓練・交通安全指導を行い、計画に基づいて適切に実施している。

緊急時、慌てずに対応できるように、医療機関の連絡先を表示してい
る。

各研修会・講習会への参加体制の充実を図っている。

研修の成果を日常の保育に生かし、乳幼児の育成に反映させている。

地域の関係者機関などと連携を深めるようにしている。

あらかじめ年間行事の目標を知らせ、保護者が保育参加の予定を立て
やすくしている。






